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日本留学海外拠点連携推進事業の概要

日本留学海外拠点連携推進本部（日本本部）について

各海外拠点の紹介

①東南アジア地域 ②南西アジア地域 ③サブサハラ・アフリカ地域

④南米地域 ⑤中東・北アフリカ地域 ⑥ロシアCIS地域



平成29年度行政事業レビュー公開プロセスでの評価結果や「外国人留学生の受入促進に関する有識者会議」提言を踏まえ「留学コーディネーター配
置事業」を拡充・発展させ、リクルーティング機能から帰国後のフォローアップまで一貫したオールジャパンの日本留学サポート体制を実現する本事
業を平成30年度から実施。

■ 海外拠点設置6地域及び採択大学（主要拠点事務所所在地）
東南アジア（ASEAN）：岡山大学（ミャンマー・ヤンゴン）
南西アジア： 東京大学（インド・ニューデリー）
南 米： 筑波大学（ブラジル・サンパウロ）
アフリカ（サブサハラ）：北海道大学（ザンビア・ルサカ）
中東・北アフリカ： 九州大学（トルコ・アンカラ）
ロシア・CIS諸国： 北海道大学、筑波大学、新潟大学

（ロシア、カザフスタン、ウズベキスタン）
※2019年度以降、周辺国に活動範囲を拡大・サテライト拠点を設置する
などして展開中。

■事業内容
○留学に関する情報収集・発信
現地のニーズや日本留学情報等を収集するとともに、留学フェアや学校
訪問等の開催、帰国留学生ネットワークやＳＮＳの活用等により、ター
ゲットとなる留学生候補者に応じて、きめ細かに情報を提供

○優秀な留学生獲得に向けたリクルーティング活動促進
現地における入学許可を実現するためのサポート機能充実、現地でのア
カデミック・ジャパニーズの学修強化を推進

○帰国留学生とのネットワーク構築及び協力深化
帰国留学生の協力を得た広報・リクルーティング活動により、現地の学
生に対し、日本留学中の学びや生活、留学後の就職機会等の情報を具体
的・効果的に提供し、日本留学希望者を増加

日本留学海外拠点連携推進事業【文部科学省委託事業】

重点地域及び海外拠点設置地域
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事業概要

「外国人留学生在籍状況調査」
（独）日本学生支援機構



日本留学海外拠点連携推進事業（東南アジア）

事業概要 ASEANから日本への留学生数を、2023年には1.5倍にするために
岡山大学、国立六大学は、オールジャパン体制で留学生の受入を促進

活動実績（2019年度）

ASEANから日本の高等教育機関への留学生数

2014年に、留学コーディネーター配置事業（ミャンマー）
開始後、ミャンマーからの留学生は約３倍に増加

2020年の取り組み方針

 ミャンマーでの知見・経験をASEAN諸国で活用
 国立六大学*や各協力機関のリソースを活用し

より効果的な活動を実施
 元日本留学生協会との連携強化
 広報戦略の見直しと強化
 現地スタッフのキャパシティ・ビルディング

*国立六大学：千葉大学、新潟大学、金沢大学、岡山大学、
長崎大学、熊本大学

●❷
①ヤンゴン拠点
②マンダレー連絡拠点
③バンコク・サテライト拠点

★

★

文部科学省日本留学海外拠点連携推進事業ASEAN拠点

2023年には
1.5倍を目標

＜関係・協力機関＞
 ミャンマー人材育成支援産学官連携ぷらっとフォーム
 AUN（ASEAN University Network）
 教育省（ミャンマーでは教育省高等教育局とMoU締結）
 元日本留学生協会
 現地の日本関係機関（在外公館、JASSO、日本企業、

カンボジア日本人材開発センター、ラオス日本センター）など

岡山大学 国立六大学

2014年 2019年

1,280名 3,753 名約３倍

日本留学の魅力を伝える

日本留学の具体的な情報提供

 Facebook による日本留学情報発信
 日本の大学や教育機関の情報、

奨学金情報の収集と提供
 現地教育情報誌に日本留学記事を毎月掲載
 ミャンマー語、ラオス語、カンボジア語版の

日本留学冊子配布 など

◎ミャンマー日本留学フェア開催（2019年8月）
来場者数 2,028名 参加機関数 36

◎ジョブフェア開催（2019年8月）
来場者数 1,429名 参加機関数 10

◎ミニ留学フェア 37回
（ミャンマー 34回／ラオス 2回／カンボジア 1回）

◎Academicセミナー、日本セミナー等 41回 約6,100名
（ミャンマー 20回 約4,000名）
（タイ・カンボジア・ラオス 15回 約1,200名）
（その他ASEAN諸国 6回 約900名）ほか

◎個別・月例留学相談対応 年間約1,500名

【事務局】岡山大学 国際部 国際企画課 TEL：086-251-8937 E-mail：studyinjapan@adm.okayama-u.ac.jp （2020年4月現在）

ミャンマー ラオス

カンボジア
ベトナム

マレーシア

シンガポール

インドネシア

ブルネイ

フィリピン

拠点国
優先国
支援国

タイ●❶
●❸約2倍



東京大学は2014年度より、日本に留学するインド人留学生数を増やす目的として、留学コーディネーター配置事業（インド）を受
託し、2019年度から「日本留学海外拠点連携推進事業 南西アジア地域」として、インドおよびスリランカの拠点を中心に、そし
てその周辺国も対象に日本に留学する優秀な学生の獲得に取り組んでいます。

• 大使館推薦国費外国人留学生制度を活用したインド
鉄道省からの留学生受入れに協力

• インド人学生から需要の高いロボット分野をハイライ
ト、人工知能の適用分野として日本製ロボットが人気

日本の強みがわかる分野(新幹線・ロボット/ICT)に注力

IRT Research Initiative, UTokyo

①留学コーディネーター委員会の運営
東京大学インド事務所が委員長を務める産官学構成員による留学コーディネーター委員会（2014年
12月発足）にて、最新の情報共有を行いながら、個々の取組にシナジー効果のあるアクションプラン
を協議。
東京大学スリランカ事務所にて、2019年10月、官学構成員による関係者会議第一回を開催。事業活
動の理解促進を行い、関係教育機関および同窓会組織のネットワークを構築し、継続的に運営。
②情報提供・連携活動・広報活動
・各大学の資料展示、現地学生・保護者との個別相談対応、現地入試等へのご協力
・英語コース・奨学金・ラボ情報・イベント・インターンシップ関連の情報提供
・留学生会/同窓会ネットワークを活用した留学生/社会人の交流促進
・日本の大学、企業からの高度人材獲得に関する相談対応、マッチング支援
・日本の姉妹都市、地域間交流支援
③日本留学説明会・イベント開催、学校訪問（年間約30校訪問）
④インド鉄道省人材育成に係る戦略的支援・協力
⑤周辺国での日本留学説明会の開催（2019年度ネパールで実施）

スリランカ事務所を活用した日本の全ての大学へのご協力

日本留学海外拠点連携推進事業 南西アジア地域 （東京大学）

有力大学・高校訪問、日印学生交流支援、日印教員
間交流促進支援が活動の3本柱。月例留学コーディネ
ーター（インド）委員会にて、活動方針を協議し各
事業の企画立案しています。

インド事務所開所式

重点分野での獲得活動（インド）
インド事務所（JSTとの共同事務所）
を活用した日本の全ての大学へのご協力

◆2014年度の事業開始後、
日本の高等教育機関へのイン
ド人留学生数は２倍以上増加

♦2019-2023年度までに南西
アジア地域全体から日本の高
等教育機関への留学生数を1.5
倍増とすることが事業目標
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東京大学 経営企画部国際戦略課 国際事業チーム
Email:   intl-project.adm@gs.mail.u-tokyo.ac.jp

東京大学インド事務所（ニューデリー）
Ground Floor, No. B-6/22, Safdarjung Enclave,
New Delhi - 110029, INDIA
Tel: +91-11-42032064
Email: indiaoffice.adm@gs.mail.u-tokyo.ac.jp

主な活動

【問い合わせ先】

ICT系（データサイエンス、機械学習、AI、
サイバーセキュリティなど）インド人材獲得
は大学や企業にとって重要な課題

事業趣旨 >

高等教育機関へのインド人留学生数の推移

*JASSO外国人留学生在籍状況調査
（各年5月1日付）

南西アジアのサテライト拠点としてスリランカを選定し、日本へ留学する優秀
なスリランカ人学生を増やすため、オールジャパンで日本留学を促進する拠点
として、リクルーティングから帰国後のフォローアップまで一貫した日本留学
サポートを行う東京大学スリランカ事務所を設置し、2020年1月、コロンボに
て開所式を執り行いました。
スリランカの高校・大学、関係教育機関および各同窓会組織のネットワークを
駆使し、事業関連の広報活動、日本の全ての大学への協力を行っています。

東京大学スリランカ事務所
32 Joseph Lane, Colombo 04, Sri Lanka
Tel: +94-11-7936929
Email: sloffice.adm@gs.mail.u-tokyo.ac.jp

Dr. H.D. Karunaratne
所長（コロンボ大学教授）



学生流動性の活性化
大学間交流協定締結への支援
優秀な留学生獲得のための情報収集
研究者交流の促進支援
日本人学生の現地教育支援

留学生誘致に向けて
日本留学フェア開催
（学術交流ワークショップを併催）
広報（日本への留学案内）
学生・研究者交流支援促進

留学希望者への情報提供
日本の奨学金制度の紹介
日本の修学制度紹介
日本語教育コース設立支援
卒業後のキャリアプラン提示

国内各大学
• 留学フェアへの参加誘致
• アフリカ学生受入に関する情報提供
• 留学関連情報の共有

省庁および関連機関等
• 留学生誘致活動の共有・
留学支援団体
• 奨学金情報共有
• 広報活動の協働

日本留学海外拠点連携推進事業（サブサハラ・アフリカ）

北海道大学アフリカルサカオフィス
所長 1名
留学コーディネーター ４名
事務職員 1名
現地アドバイザー 1名
問合先: studyinjapan@oia.hokudai.ac.jp
事業URL: https://www.studyinjapan-

africa.com/

北海道大学国際連携機構・国際部
• 日本の大学とコーディネーター

との連携のサポート
• 予算、庶務、人事関係手続き

サブサハラ・アフリカ地域内
大学研究機関、政府機関等への広報
日本語教育団体との協働
在外公館・JICA等との連携
日本企業との情報共有

オールジャパンで日本留学を促進するためのハブとして
• 本学と関係のあった国・機関に加え、当該域内で更に活動を拡大
• 日本の大学、関連省庁、在外公館、JASSO、JICA、JSPS、JETRO、日
本語教育機関、留学支援団体、日本企業等との情報共有および協働

日本留学を促進するための活動
• 当該域内の大学、教育機関等と協力した、日本留学フェアの開催
• 日本の大学が出席し、直接広報・留学相談が出来る機会の提供
• 遠隔地の国の在外公館を通じた留学情報の提供
• 留学申請手続き等への支援
• 留学希望者と日本の大学のマッチング支援、留学希望者への情報提供
• 受入れ大学とのインターネットを活用した面接・試験等の補助
• 留学後のフォローアップ体制構築
• 日本留学経験者のネットワーク形成

日本留学海外拠点連携推進事業の概要文部科学省日本留学海外拠点
連携推進事業サブサハラ拠点

サブサハラ・アフリカからの留学生数目標

日本留学フェアの開催実績 2020年はオンラインで開催→

日本留学フェア＠ガーナ 2019

情報提供

活動の活性化

2018 2019 2020 2021 2022 2023

1,704 1,860 2,030 2,200 2,400 2,600
*TV参加1校、**TV参加2校含む

現地 資料
2015.9 南アフリカ プレトリア大学 8 11 300
2016.2 タンザニア ダルエスサラーム大学 4 9 350
2016.10 ケニア ナイロビ大学 7 16 500
2017.2 ガーナ ガーナ大学 7* 20 450
2017.9 エチオピア アディスアベバ大学 7 20 300
2018.2 ルワンダ ルワンダ大学 7** 13 1,000
2018.9 南アフリカ ケープタウン大学 9 19 140
2019.2 ウガンダ マケレレ市内ホテル 4 25 170
2019.5 南アフリカ プレトリア市内ホテル 12 21 320
2019.9 ケニア ナイロビ市内ホテル 9 22 240
2019.11 ガーナ アクラ市内ホテル 6 24 242

年 月 会 場 来場者数開催国
日本の参加大学数

年 月 開催対象国 参加大学数
2020.8 モーリシャス 35
2020.9 マダガスカル 35
2020.9 南アフリカ 41
2020.9 エチオピア 39
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中東・北アフリカからの
留学生の倍増

中東・北アフリカ地域の現状

・人口増加率は約1.8%
24歳以下の若年層が人口に占める割
合は、約47%(2016年)

・日本語学習者はアジアやヨーロッパ
に比べ少数。日本留学試験（EJU）も
実施されていない

・日本留学の情報が不足、「留学には
日本語習得が必要」「生活費が高
い」という誤解がある

・富裕層が通学する都市部の私立学校
の多くは、英語による中等教育を実
施。 →欧米への留学多い

・MEXT奨学金は、競争率が高い、
各国で政府派遣奨学金を用意している

日本留学海外拠点連携推進事業 中東・北アフリカ地域
Study in Japan Global Network Project for Japan-Middle East and North Africa （J-MENA)

＜事業概要＞
中東・北アフリカ地域において、優秀な外国人留学生の受け入れを促進
するため、リクルーティングから帰国後のフォローアップまで一貫した
ALL JAPANの留学体制の実現に向けて活動を実施。事業実施に際し、
日本および対象国の関係者での意見交換の場として、J-MENA
（Japan-Middle East and North Africa）プラットフォームを
構築。
事業期間：2018年度～2022年度
主な取組
（１）日本留学に関する情報収集・発信
（２）優秀な留学生獲得に向けたリクルーティング活動
（３）帰国留学生会とのネットワーク構築および広報・リクルー

ティング活動における協力深化および日本における就職の魅
力発信

＜現状と今後の取組＞

2018 2019 2020 2021 2022 年2017

1,975 2,014 2,200

3,200
2,600

4,000 人

情報の収集・発信

・留学フェアの開催
・留学生対応に関する情報収集と分析
・日本留学ニーズの収集と分析
・ホームページ・SNSを通じた情報発信

ﾘｸﾙｰﾃｨﾝｸﾞ活動支援

・現地学生に対する留学体験報告
・留学フェアでの出身大学のブース対
応など

＜実施体制＞

トルコ

アンカラオフィス

エジプト

カイロオフィス

J-MENAオフィス

・留学フェア等企画・運営
・ホームページやSNSによる情報発信
・国内連絡会議の企画・運営

国内連絡会議

・国内の大学の受入状況を把握
・戦略的なプロモーション

協力大学：国内17大学
在京大使館等関係者
日本学生支援機構（JASSO）
日本貿易振興機構（JETRO）
国際交流基金（JF）
国際協力機構（JICA）

ALL JAPAN の取り組み

帰国留学生との連携強化

・留学フェア等運営
・域内の大学・高校への働きかけ
・帰国留学生の連携強化

・留学フェア等運営
・域内の大学への働きかけ
・帰国留学生の連携強化

・マッチング支援
日本の大学が現地の高校などを訪問
する機会を提供

・入学試験支援
日本の大学が現地で行う入学試験の
実施協力

新潟大学

広島大学

大阪大学
京都大学
同志社大学
京都先端科学大学

筑波大学
芝浦工業大学
東海大学
東京大学
東京工業大学
東京藝術大学
東京外国語大学
東京海洋大学
早稲田大学

鳥取大学

東北大学

今後の取組

国内協力大学/機関
(2020年5月31日現在)

取組実績(令和元年度)

ウェブサイト・SNSによる情報発信と現地ニーズの分析

J-MENA Platform https://jmena.jp/

（1）日本留学に関する情報発信

日時 場所 来場者数 参加機関数

2019年
12月9日 アスワン大学 18大学

4機関

2019年
12月10日 タンタ大学 18大学

4機関

2019年
12月11日

アインシャムス
大学

18大学
4機関

2019年
12月12日 BUE 18大学

4機関

エジプトにおける留学フェア開催(4回目)

（2）留学フェアの開催・教育展への出展

・在エジプト日本国大使館共催のイベント、
・京都大学、筑波大学、北海道大学が

現地での日本留学フェアに参加
・エジプトの大学生、高校生が多く来場し、

日本の大学関係者・留学経験者と
直接やりとりをする機会に

・そのほか、サウジアラビア、トルコでの教育展に出展

中東・北アフリカ地域の大学との交流協定締結(令和元年度)

（４）大学間交流協定の締結

（3）実施体制・現地拠点の整備と機能の拡充

・現地の大学・研究機関に所属する
帰国留学生が参加

・現地での留学生リクルーティング活動、
日本留学フェアの開催に関する
ディスカッション

日時 場所 参加機関数

201９年
12月24日

九州大学
日本橋サテライト 13大学・３機関

第2回国内連絡会議の開催

・令和元年度の活動報告
・令和2年度の事業実施計画説明
・中東・北アフリカの留学生受入に関する勉強会

講演者
赤尾 孝氏
（一般財団法人日本国際協力センター)
アルモーメン アブドーラ氏
（東海大学国際教育センター 教授）

・日本留学に関する総合情報発信ウェブサイトであるJ-MENA 
Platformを開設し、中東・北アフリカ地域の留学生による
留学準備、奨学金情報などを4カ国語（英語・アラビア語、
トルコ語、日本語）で配信

・日本留学に関する情報冊子の発行
・現地の教育制度、政府奨学金、日本留学ニーズに関する調査、
・大学の世界ランキング(THE/QS)に関する情報

日時 場所 来場者数

201９年11月3日 テヘラン(イラン) 10

2019年12月11日 カイロ(エジプト) 30

帰国留学生との意見交換会の開催

・本事業推進の活動拠点としてトルコに新設。
日本人の留学コーディネーター1名と現地スタッフ1名を配置。

・開所式にはトルコ国民教育省ほか、トルコの大学から学長級が参加。
在トルコの日本関係者らも多く出席
（在トルコ日本国全権特命大使、JICAトルコ事務所、

JETROイスタンブール事務所、土日基金、日本学生支援機構）

アンカラオフィス(トルコ共和国)開所式

日時 場所 来場者数 参加機関数

2019年
6月21日 アンカラ 64 28

（3）帰国留学生との意見交換会の開催

国名 大学

トルコ アンカラ大学、中東工科大学、
ボアジチ大学、ビルケント大学

エジプト アインシャムス大学

UAE UAE大学

イスラエル イスラエル工科大学、ヘブライ大学

・中東・北アフリカ地域の大学訪問により、戦略的な大学間交流
協定締結を実現

問い合わせ
九州大学 J-MENAオフィス
TEL:092-802-2225
E-mail: intljmena@jimu.kyushu-u.ac.jp
URL: https://jmena.jp/

https://jmena.jp/
mailto:intljmena@jimu.kyushu-u.ac.jp


事務担当：
北海道大学 国際部国際連携課 電話 011-706-4411

E-mail： collabo@oia.hokudai.ac.jp
筑波大学 国際室 電話 029-853-2029

E-mail： studyinjapan-cis@un.tsukuba.ac.jp
新潟大学 留学交流推進課 電話 025-262-7026

E-mail： studyinjapan@ge.niigata-u.ac.jp

Study in Japan Global Network Project – Russia and CIS Countries –
日本留学海外拠点連携推進事業（ロシア連邦・CIS地域）

留学コーディネーターの配置
 情報を提供する拠点
 活動範囲を量的・質的に拡大
 既存のネットワーク・リソースの最大限活用

活動の概要
1. 日本留学に関する情報の効果的な発信

SNSやWebページを活用した情報発信
2. 地域の特性に合わせたリクルーティング活動
日本留学フェア、学校訪問

モスクワフェア ユジノサハリンスクフェア ビシュケクフェア
3. 留学後の就職等キャリアパスを含めた体系的支援
企業等とも連携した留学イベントの開催

4. 帰国留学生のネットワーク構築、広報･リクルーティング
での関係機関との連携
帰国報告会及び就職支援のための相談会の企画実施ほか

モスクワ

ミンスク

カザン

ノヴォシビルスク

アスタナ

タシケント

ドゥシャンベ

ビシュケクアシガバート
アルマトイ

ハバロフスク

ウラジオストク

キシナウ

エレバン

バクー

イルクーツク

ユジノサハリンスク

サンクトペテルブルグ

ヤクーツク

クラスノヤルスク

ロシア連邦・CIS地域における
採択３大学の拠点及び協定校・
連携先

…拠点

…協定校・連携先

留学フェア実績（ロシア連邦）
2018年10月 － モスクワ 来場者数：約350名
2019年2月 － クラスノヤルスク 来場者数：約275名
2019年2月 － ハバロフスク 来場者数：約200名
2019年3月 － カザン 来場者数：約400名
2019年5月 － ユジノサハリンスク 来場者数：約120名

2019年9月 － サンクトペテルブルク 来場者数：約250名
2019年9月 － モスクワ 来場者数：約250名

2019年11月 － ハバロフスク 来場者数：約300名
2019年11月 － ウラジオストク 来場者数：約40名

問合せ先：
北海道大学ロシアモスクワオフィス
moscow_office@oia.hokudai.ac.jp
事業のHP:
https://www.study-in-japan-russia-cis.org/（ロシア拠点）
https://studyinjapan-cis.org/ （CIS拠点）



各海外拠点での日本留学フェア等イベント

2019年度南米日本留学フェア（ペルー）
2019年8月24日

国際教育展（カザフスタン）
2019年10月11日、12日



オンラインによる日本留学フェアの開催例

カザフスタン・キルギス日本留学フェア
2020年11月21日、23日

南米日本留学フェア（バーチャル開催）
2020年11月12日、19日



1. 各海外拠点の取組状況を把握
‣ 採択大学に対するヒアリングを実施し、事業の実施体制・取組状況を把握
2. 各海外拠点の事業への協力等
‣ 各海外拠点が実施する日本留学フェアに職員を派遣し、広報及び情報提供
に協力 ※右に例を記載

3. 海外拠点での活動に必要な基礎情報の収集及び各海外拠点への発信
4. 出身国別の外国人留学生の進学先、卒業後の進路状況を把握

日本留学海外拠点連携推進事業 日本本部

1. 日本留学に関する国内連絡組織を立ち上げ、連絡会議を開催
2. 採択大学が主催する国内連絡会議等への出席・日本国内機関とのネット
ワーク形成

3. 国内で開催される国際教育展等へ出展し本事業を周知

1. 国費外国人留学生歓迎会等を通じて、外国人留学生とのネットワークを
形成

2. 国内留学生年次総会や学生団体の会合等に出席し、日本国内の留学生
会・元留学生会代表者との協力関係を構築

留学フェアへの協力例海外拠点設置地域の留学生動向に関する情報収集・分析

各海外拠点で実施された日本留学フェアや教育展に職員を派遣、広
報及び情報提供に協力。

○令和元年度の例
ミャンマー日本留学フェア（岡山大学主催）
南米日本留学フェア（筑波大学主催）
カザフスタン国際教育展

（ボラシャクセンター主催）

○2020年度
各海外拠点が実施するオンラインによる日本
留学フェアに参加、日本留学情報を提供

（写真）カザフスタン国際教育展JASSOブースの様子
日本国内機関とのネットワーク形成

日本国内の外国人留学生等とのネットワーク形成・協力関係構築

日本学生支援機構は、2018年10月に各海外拠点の取組・連携を支援する日本本部を受託し、各海外拠点の留学生動向に関する情報収集・分析及び日本
国内の関連諸機関や留学生会とのネットワーク形成などを推進するため、以下の取組を実施している。

【問い合わせ】
独立行政法人日本学生支援機構日本留学海外拠点連携推進本部

TEL: 03-5520-6093 FAX: 03-5520-6094
E-mail: sjgn@jasso.go.jp

ウェブサイトによる情報発信

日本留学海外拠点連携推進本部ページ
https://www.jasso.go.jp/ryugaku/related/sjgn/index.html
✔ 各海外拠点の取組紹介
✔ 日本留学フェアなどのイベント情報の発信



ご清聴ありがとうございました
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【お問い合わせ先】
独立行政法人日本学生支援機構 日本留学海外拠点連携推進本部

TEL: 03-5520-6093 FAX: 03-5520-6094
E-mail: sjgn@jasso.go.jp

【日本本部HP】
https://www.jasso.go.jp/ryugaku/related/sjgn/index.html
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